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「
幼
児
期
か
ら
の
人
権
教
育

〜
絶
対
人
権
感
覚
の
育
成
〜
」

加
東
市
教
育
部
長
　
堀
内 

千
稔

　
加
東
市
で
は
、日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
、市
民
の
皆
さ
ん
が
お
互
い
の
価

値
観
の
違
い
や
多
様
性
を
認
め
合
え

る
よ
う
、人
権
教
育
・
啓
発
を
推
進
し

て
い
ま
す
が
、平
成
２８
年
度
か
ら
「
絶

対
人
権
感
覚
」
の
育
成
を
め
ざ
し
た

「
幼
児
期
か
ら
の
人
権
教
育
」
を
展

開
す
る
予
定
で
す
。

　
音
楽
の
世
界
で
「
絶
対
音
感
」
と

い
う
感
覚
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
が
身

に
つ
く
の
は
４
、５
歳
ま
で
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
れ
は
特
殊
な
才
能
で
は

な
く
、環
境
次
第
で
ど
の
子
ど
も
で
も

身
に
つ
く
そ
う
で
す
。「
絶
対
人
権
感

覚
」
も
「
絶
対
音
感
」
と
同
様
に
感
性

で
培
わ
れ
る
も
の
で
、脳
が
成
長
発
達

す
る
幼
児
期
に
「
や
さ
し
さ
」
や
「
思

い
や
り
」
と
い
う
心
の
仕
組
み
を
身
に

つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、違
い
を
認
め
合

う
と
同
時
に
、「
違
い
を
違
い
と
思
わ

な
い
」
人
権
感
覚
を
育
て
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
加
東
市
で
は
、幼
稚
園
や
保
育
園

の
児
童
や
保
護
者
を
対
象
に
、こ
の「
絶

対
人
権
感
覚
」
を
育
成
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
展
開
し
、「
自
分
が
価
値
の
あ

る
存
在
で
あ
る
と
感
じ
る
感
性
」や「
互

い
を
尊
重
し
あ
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
る
感
性
」な
ど
、「
思
い
や
り
」

や
「
い
た
わ
り
」
の
心
を
育
み
、人
権

を
尊
重
で
き
る
子
ど
も
を
育
ん
で
い

き
ま
す
。

※
「
絶
対
人
権
感
覚
」
は
、神
戸
大
学
の
鈴
木

正
幸
名
誉
教
授
が
提
唱
さ
れ
た
幼
児
期
か
ら

の
人
権
教
育
理
論
で
す
。
和
歌
山
県
が
こ
の

理
論
に
着
目
し
、感
性
が
発
達
す
る
幼
児
期

に
「
思
い
や
り
」
や
「
い
た
わ
り
」
の
心
を
育

む
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、「
み
ん
な
、た
い
せ
つ

〜『
人
権
感
覚
を
育
て
よ
う
』プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
」

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
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●新着DVD・図書紹介



庁舎4階 人権教育課にて

この法律は、僕たち一人一人がどんな心身の状態になっても（歩きにくくなっても、
見えなくなっても、聞こえなくなっても、認知症等になっても）排除されず、人間としての
尊厳をもって生きられる社会にしていくために、社会のバリア・偏見等を取り除いていく
のが目的なんですね。一生、心身ともに健康である人はほとんどいない。誰もが安心し
て暮らし、年をとっても健やかに生きていける社会をめざしてこの法律が作られたことが
よくわかりました。

伝ちゃんの一言

　　　この法律で差別になることは、どんなこと？
◎不当な差別的取扱いとは（障がいのない人と違う扱いを受けた場合）
　・「障がいがある」という理由だけで、アパートを貸してもらえないこと
　・「車いす」だからといってお店に入れないこと  など
◎合理的配慮をしないとは
　・聴覚障がいのある人から筆談での説明を求められたが、無視すること
　・視覚障がいのある人から「この書類を読み上げてほしい」と求められ
　 ても対応しないこと
　・知的障がいのある人にわかりやすく説明しないこと

賃貸・入店の拒否

障がいを理由にサービスの提供
や入店を拒否してはいけません。

筆談や読み上げなど、ちょっとし
た配慮で助かる人がいます。

障がいのある人が抱える不利益や困難は、社会がつくっている障壁に原因がある。
だから、社会環境の中にある障壁を取り除くことが大事である！

障害者差別解消法は、「障害者権利
条約の基本的な考え方」に基づいて
いるんですね！

やあ、伝の助くん、久しぶりだね。元気かい？
人権教育課長さん、こんにちは。僕は元気いっぱ
いですよ。ところで、課長さん、今、社会福祉課長
さんに出会って、『障害者差別解消法』について
教えてもらっていたんです。
そうだったのか。タイムリーな勉強をしてきたん
だね。十分理解できたかな。
大体分かったつもりなんですが・・・。社会のいたる
ところにあるバリアが障がい者を困らせていると
いうことだったのですが、本当にバリアは減らしていけるのですか？
バリアを減らしていく重要な手段として「合理的配慮」というものがあります。障がいのある方が困
り感を感じたときに「環境を変更・調整してほしい」と申し出ることができるようになりました。それ
が「合理的配慮」というものであり、申し出られた側は、できるだけの変更・調整をして平等に近づけ
なくてはなりません。障がい者に「特別に何かしてあげること」ではなく、社会の中にあるバリアを少
しずつでも減らしていくための手段だよ。
そうすると、「合理的配慮」というものは、障がい者だけ特別扱いするものではなく、平等にするため
の措置ということなんですね。
さすが伝ちゃん、理解が早い。それとね、この法律は、障がいのある人に「あきらめなくていい。堂々
と社会参加できる。」という積極的なメッセージなんだよ。

社会のバリアを減らす
「合理的配慮」って？

平成２８年３月１日 （２）障害者差別解消法



庁舎1階 社会福祉課にて

加
東
市
マ
ス
コ
ッ
ト

          

加
東
伝
の
助

例：街中の段差
3cm程度の段差も車い
すでは進めません。

例：書類
難しい言葉ばかりでは
理解しづらい人もいま

例：ホームページ
画像ばかりだと読み上
げソフトが使えません。

　　社会的障壁とは？
障がいのある方にとって、日常生活や社会生活
を送る上で壁になるもの

①社会における事物
　（通行、利用しにくい施設や設備など）
②制度（利用しにくい制度など）
③慣行（障がいのある方の存在を意識し
　ていない慣習、文化など）
④観念（障がいのある方への偏見など）

『障害者差別解消法』って
なんだろう？

伝の助くんは、新聞に載っていた『障害者差別解消法』について興味をもちました。
そこで、市役所に尋ねに行くことにしました。まず、庁舎1階にある社会福祉課に行きました。

障がいの捉え方が大きく変わってきている。古くからある「障がい観」では、障がいを克服するのは本人（と家
族）の責任であり、克服できなければ社会参加できなくても仕方がないというものであったが、新しい「障がい
観」では、バリアだらけの社会が、障がい者の参加を阻み、苦しめている。一部の人を排除してきた社会の在り
方こそが問題であり、社会のバリアをなくしていくのは私たち全員の責任であると認識することが大切です。

社会福祉課長さん、こんにちは。
伝の助くん、今日はどうしたの？
実は、課長さんに教えてほしいことがある
んですが・・・。
どんなことかな。伝ちゃんの頼みなら、どん
なことでも教えるよ。
新聞を読んでいたら、『障害者差別解消法』が4月1日からスタートすると書いてあったのですが、そ
れはどんな法律なのですか・・・?
おやすい御用だよ。さすが伝ちゃん、いいところに気づいたね。その法律の目的はね、「社会がつくる
障壁をなくしていき、障がいのある人とない人とが平等に暮らせる共生社会をめざす」ということだ
よ。「社会的障壁※」をなくすことが主要な目的になるんだ。
「社会的障壁」って何ですか？
「社会的障壁」とは、ハード面のバリア（車いすの人にとっての階段や視聴覚に障がいのある人にと
って情報が得られないことなど）もあれば、ソフト面のバリア（知的障がいのある人に分かりやすく説
明しないことや、偏見の目など）もあるんだ。障
がいのある人を生きにくくしているのは、身体の
障がい（機能障害、疾患）そのものではなく、社会
に存在するバリアそのものであり、それを取り除
いていくことがこの法律制定の目的なんだよ。
人権教育課長さんにも聞きに行ったらどうかな。
詳しく教えてくれると思うよ。
そうします。社会福祉課長さん、ありがとうござ
いました！

（障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律）

社会福祉課長さんに
会いに行くと、手話で
あいさつをしてくださ
いました！

伝の助くん。
こんにちは。

社会的障壁？

（３） 障害者差別解消法 平成２８年３月１日



　
地
区
住
民
学
習
か
ら

■
住
民
学
習
の
実
施
状
況

　
　（
平
成

２８
年
１
月
末
現
在
）

　
各
地
区
で
の
年
間
事
業
も
定

着
化
し
て
い
ま
す
。
差
別
解
消

に
向
け
て
の
人
権
学
習
で
講
師

招
へ
い
や
資
料
提
示
に
よ
る
学

習
会
の
開
催
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
三
世
代
交
流
を
め
ざ

し
た
ふ
れ
あ
い
活
動
や
、
近
隣

地
区
と
の
交
流
も
含
め
て
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　
参
加
者
の
増
加
を
め
ざ
し
て

地
区
の
事
業
や
バ
ス
旅
行
等
、

人
の
集
ま
る
機
会
を
う
ま
く
活

用
し
て
、
人
権
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴

し
た
り
、
い
じ
め
に
つ
い
て
話

を
し
た
り
す
る
な
ど
、
よ
く
工

夫
さ
れ
た
取
組
が
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
人
権
学
習
と
な
る
と
、

参
加
者
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
の
取
組
と
連
携

し
て
、
地
区
を
あ
げ
て
の
「
ふ

れ
あ
い
祭
り
」「
伝
統
行
事
」

「
ラ
ジ
オ
体
操
」「
ク
リ
ー
ン
活

動
」
等
の
実
施
で
三
世
代
交
流

の
取
組
は
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　
中
に
は
、年
間
を
通
じ
た｢

人

権
啓
発
紙｣

や
「
地
区
だ
よ
り
」

を
発
行
し
た
地
区
も
あ
り
ま
す
。

■
学
習
内
容

①
「
あ
な
た
に
伝
え
た
い
こ
と
」

を
視
聴
し
て

　
今
年
度
の
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
あ

な
た
に
伝
え
た
い
こ
と
」
の
テ

ー
マ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時

代
に
お
け
る
同
和
問
題
で
す
。

大
変
好
評
で
し
た
。

８６
地
区
で
、

約
２
７
０
０
人
が
ビ
デ
オ
を
視

聴
し
て
、
感
想
を
話
し
合
っ
た

り
、
意
見
交
換
し
た
り
し
て
学

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

《
主
な
感
想
》（
抜
粋
）

●
差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、

も
っ
と
広
く
大
勢
の
人
が
同
和

問
題
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識

を
も
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
学
習
会
は

と
て
も
大
切
で
す
。
い
わ
れ
の

な
い
差
別
で
苦
し
む
人
が
、
一

人
で
も
少
な
く
な
る
よ
う
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

●
近
年
で
は
、
他
の
人
権
問
題

に
つ
い
て
討
議
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
が
、
同
和
問
題
に
つ
い
て

あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
に
思
え
る
。
そ
う
い
う

意
味
で
改
め
て
同
和
問
題
を
考

え
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
。
同

和
問
題
は
決
し
て
他
人
事
で
は

な
い
。「
う
わ
さ
」
等
々
の
情

報
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
人

と
ふ
れ
あ
う
中
で
、
お
互
い
を

正
し
く
理
解
し
、
知
り
合
う
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。

●
現
在
の
生
活
を
送
る
う
え
で

同
和
問
題
が
表
面
化
し
て
く
る

こ
と
は
非
常
に
少
な
い
が
、
結

婚
と
い
う
局
面
で
表
面
化
す
る

可
能
性
を
認
識
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
よ
う
な
毅
然
と
し
た
態
度
を

と
れ
る
か
が
疑
問
で
あ
り
、
今

一
度
、
同
和
問
題
の
重
要
性
を

確
認
し
た
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と
い
う
不
特
定
多
数
が
参

加
で
き
る
環
境
の
有
用
性
の
反

面
、
個
人
の
秘
匿
性
に
よ
る
不

用
意
な
記
述
で
他
者
を
知
ら
ず

知
ら
ず
に
傷
つ
け
る
危
険
性
を

認
識
し
た
。

②
他
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
て

　
以
下
の
よ
う
な
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
貸

し
出
さ
れ
ま
し
た
。

｢

シ
リ
ー
ズ
映
像
で
見
る
人
権

の
歴
史
」
第
１
・
２
巻

「
ふ
る
さ
と
を
学
ぼ
う
」

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
丹
波
杜
氏
」

「
日
常
の
人
権
」

「
部
落
の
歴
史
」
第
１
・
２
巻

「
心
の
手
話
落
語
」

「
あ
の
空
の
向
こ
う
に
」

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

③
講
演
会
等

○
講
師
を
招
い
て
の
講
演
会
・

学
習
会
が

２５
地
区
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
昨
年
度
作
成
し
た
同
和
問
題

啓
発
資
料
「
ふ
る
さ
と
」
を
使

っ
て
の
学
習
会
や
「
く
ら
し
の

中
の
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
落
語
を
通
し
た

人
権
」
も
大
変
好
評
で
し
た
。

さ
ら
に
、「
人
付
き
合
い
が
楽

し
く
な
る
マ
ル
秘
テ
ク
ニ
ッ
ク
」

と
題
し
て
人
材
育
成
の
講
座
を

実
施
さ
れ
た
地
区
も
あ
り
ま
し

た
。

《
主
な
講
師
》

・
区
長
・
子
ど
も
会
会
長
・
民

　
生
児
童
委
員
・
社
会
教
育
推

　
進
委
員
等
地
区
の
役
員
さ
ん

・
春
川
政
信
さ
ん

・
河
井
克
夫
さ
ん

・
近
藤
文
好
さ
ん

・
山
本
英
恵
さ
ん

・
堀
井
洋
一
さ
ん

・
大
東
太
郎
さ
ん

・
三
好
美
穂
子
さ
ん

・
足
立
路
代
さ
ん

・
溝
垣
隆
宏
さ
ん

・
藤
原
正
幸
さ
ん

・
住
職

・
山
本
・
久
野
推
進
員（

順
不
同
）

加
東
市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会

平成２８年３月１日 （４）市同教の活動・人権を考える市民のつどい



盆踊り（山国地区）

祭り（厚利地区）

コスモス花見（吉馬地区）

■
ふ
れ
あ
い
活
動

　
各
地
区
で
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
人
権
尊

重
の
理
念
に
も
と
づ
い
た
さ
ま

ざ
ま
な
ふ
れ
あ
い
活
動
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
で
普
段

接
す
る
こ
と
の
少
な
い
三
世
代

の
人
々
が
交
流
し
合
う
場
が
数

多
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
多

く
の
方
々
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
に

よ
り
、
明
る
く
豊
か
な
人
間
関

係
が
築
か
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
こ
と
が
、
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
の
土
壌
と
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
他
地
区
と
交
流
を
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ふ
れ

あ
い
活
動
の
前
に
人
権
学
習
を

さ
れ
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

《
主
な
実
践
内
容
》

●
ス
ポ
ー
ツ
活
動

●
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ボ
ウ
リ

　
ン
グ
な
ど

●
伝
統
行
事
の
継
承
、
祭
り

●
文
化
活
動
（
カ
ラ
オ
ケ
、
料

　
理
、
楽
器
の
生
演
奏
等
）

●
ふ
れ
あ
い
の
集
い

　
餅
つ
き
、
花
火
大
会
、

　
レ
ン
ゲ
祭
り
、
と
ん
ど
、

　
注
連
縄
づ
く
り
、
相
撲
、

　
苗
植
え
、
ぶ
ど
う
狩
り
、

　
み
ん
な
で
歩
こ
う
会

●
そ
の
他

・
ラ
ジ
オ
体
操

・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

・
囲
碁
ボ
ー
ル

・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
も
ち
米
の

　
苗
植
え
と
収
穫
祭

・
親
睦
旅
行

・
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
交
流
盆
踊
り

■
チ
ラ
シ
の
作
成

　
地
区
の
広
報
を
定
期
的
に
発

行
さ
れ
、
住
民
に
広
く
参
加
を

呼
び
掛
け
た
地
区
も
あ
り
ま
し

た
。

　
２
月

１３
日
（
土
）
の

１３
時

３０

分
か
ら
東
条
文
化
会
館
で
「
人

権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
度
ま
で
は
、
地
区
学
習

の
発
表
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
、
学
校

や
企
業
の
実
践
発
表
も
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

…
プ
ロ
グ
ラ
ム
…
…
…
…
…

■
人
権
作
文
の
発
表

（
作
文
は
１６
〜

１９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

・「
幸
せ
で
あ
る
と
い
う
こ
と

　
を
自
覚
し
て
」

　
社
中
学
校
３
年

　
島
袋
　
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
さ
ん

・「
命
を
預
か
る
重
さ
」

　
滝
野
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
藤
本
　
唯
花
さ
ん

・「
一
言
の
勇
気
」

　
東
条
中
学
校
１
年

　
　
　
　
　
井
上
　
真
桜
さ
ん

・「
優
し
い
人
に
な
り
た
い
」

　
兵
庫
教
育
大
学

　
附
属
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
伊
藤
　
莉
子
さ
ん

■
実
践
発
表

・
黒
谷
地
区

　
社
会
教
育
推
進
委
員
　

　
　
　
　
鷹
尾
　
志
津
代
さ
ん

・
凸
版
印
刷
株
式
会
社

　
総
務
課
長

　
　
　
　
　
高
瀬
　
久
史
さ
ん

・
社
中
学
校
　

　
教
諭
　
　

　
　
　
　
　
西
明
　
絵
理
さ
ん

■
公
演
　
乾
劇
団

「
５
人
の
迷
え
る
男
た
ち
」

【
乾
劇
団
と
は
】

　
乾
劇
団
は
、
平
成

１１
年
に
篠

山
市
乾
新
町
自
治
会
の
有
志
の

皆
さ
ん
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
代
表
の
青
木
御
代
さ
ん

が
「
地
域
の
住
民
学
習
を
、
よ

り
親
し
み
や
す
く
、
よ
り
分
か

り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
何
か

新
し
い
こ
と
が
で
き
な
い
か
」

と
考
え
ら
れ
て
、
脚
本
を
書
き
、

創
作
劇
に
よ
る
人
権
啓
発
活
動

を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
平

成
２２
年
「
人
権
擁
護
功
労
賞
」

で
全
国
一
位
に
相
当
す
る
法
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
上
演
い
た
だ
い
た
の
は
、

横
浜
市
で
会
館
の
緞
帳
の
デ
ザ

イ
ン
の
採
択
を
め
ぐ
っ
て
実
際

に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
も
と
に

し
て
創
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
障
が
い

の
あ
る
人

と
の
共
生

を
テ
ー
マ

に
公
演
い

た
だ
き
ま

し
た
。

「
人
権
を
考
え
る

　
　
　
　
市
民
の
つ
ど
い
」 （北野地区）

み   

は
る

（５） 市同教の活動・人権を考える市民のつどい 平成２８年３月１日



◆
生
徒
の
感
想

　「
何
事
に
も
挑
戦
」、「
苦
し
み
を
楽

し
み
に
変
え
る
」
と
い
う
２
つ
の
こ
と
は
、

人
生
に
お
い
て
、
と
て
も
大
切
な
こ
と

だ
と
分
か
っ
た
。
今
か
ら
、
た
く
さ
ん

の
困
難
な
こ
と
や
楽
し
い
こ
と
が
待
っ
て

い
る
が
、
常
に
「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
」

し
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
ん
で
い
こ
う

と
思
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る

よ
う
な
選
手
が
、
元
々
走
り
が
苦
手

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
努
力
す

る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
だ
と
改
め
て
分

か
っ
た
。
元
々
才
能
が
あ
り
、
す
ご
く

で
き
る
人
は
数
少
な
い
。
だ
け
ど
、
努

力
を
す
れ
ば
、
自
分
自
身
の
力
を
必

ず
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
、
こ
の

講
演
会
を
通
し
て
、
私
は
思
い
ま
し
た
。

講
演
会
で
の
話
を
生
か
し
、
私
は
努

力
を
す
る
こ
と
、
苦
し
い
時
に
こ
そ
前

向
き
に
、
笑
顔
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
お
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

◆
児
童
の
感
想

　
ド
リ
ー
夢
メ
ー
カ
ー
、
ド
リ
ー
夢
キ
ラ
ー
の
話
で
、

自
分
は
友
だ
ち
の
ド
リ
ー
夢
メ
ー
カ
ー
に
な
れ
て
い
る

の
か
、
ド
リ
ー
夢
キ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
、

そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
ぼ
く
は
ド
リ
ー
夢
メ
ー
カ
ー
に

な
っ
て
い
る
か
は
自
分
で
は
分
か
ら
な
い
の
で
、
自
分

で
努
力
し
て
友
だ
ち
の
ド
リ
ー
夢
メ
ー
カ
ー
に
な
れ
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
腰
塚
先
生
は
５
つ
の

誓
い
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。「
口
」

「
耳
」「
目
」「
手
足
」「
心
」
は
自
分
、
人
の
た
め

に
使
う
と
い
う
誓
い
な
の
で
こ
れ
か
ら
、
ぼ
く
も
５
つ

の
誓
い
を
守
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
命
を
大
切
に

し
て
、
家
族
、
友
だ
ち
、
先
生
な
ど
を
大
切
に
し

て
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
児
童
の
感
想

　
講
演
会
で
小
西
さ
ん
の
話
や
歌
を
聞
い
て
、
学
校

に
行
け
る
こ
と
や
家
族
と
過
ご
せ
る
こ
と
は
、
す
ご

く
あ
り
が
た
い
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
特
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
話
と
歌
が
印
象
的
で
し
た
。「
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
選
ん
で
い
る
時
間
は
、
渡
す
人
の
こ
と
を
考

え
て
い
る
。」
と
い
う
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

私
も
誰
か
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
選
ん
で
い
る
時
は
、
渡
す

人
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
な
と
思
い
、
と
て
も
共
感
で

き
ま
し
た
。
心
に
残
る
話
や
歌
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
マ
ラ
ソ
ン
で
学
ん
だ
こ
と

　
　
　
　
　  

　
　
〜
夢
へ
の
挑
戦
〜
」

講
師
：
山
口 

衛
里
さ
ん

　
　
　
　（
元
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
）

◆
加
東
市（
旧
滝
野
町
）出
身
。　
　

　
パ
ワ
フ
ル
な
走
り
で
一
時
代
を
築
き
、

　
シ
ド
ニ
ー
五
輪
で
は
７
位
に
入
賞

　
さ
れ
ま
し
た
。

◆
講
演
で
は
、「
人
と
の
出
会
い
の

　
大
切
さ
」「
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
」

　
な
ど
、生
徒
た
ち
に
人
生
の
エ
ー

　
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

日
時
：
平
成
２７
年
６
月
１３
日（
土
）

　
　
　
１０
時
５５
分
〜
１２
時
３０
分

場
所
：
滝
野
中
学
校 

体
育
館

対
象
：
滝
野
中
学
校
の
全
校
生
徒

「
命
の
授
業

　 
〜
今
の
幸
せ
に
気
づ
く
こ
と
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
夢
は
ひ
ろ
が
る
〜
」

「
自
分
の
心
が

　
　
　
教
え
て
く
れ
る
こ
と

　
　
　
　 

〜
歌
と
語
り
の
ひ
と
と
き
〜
」

講
師
：
腰
塚 

勇
人
さ
ん

　
　（
元
体
育
教
師
・
養
護
教
員
）

◆
ス
キ
ー
の
大
事
故
に
よ
り
、全

　
身
マ
ヒ
の
体
に
。
懸
命
の
リ
ハ

　
ビ
リ
に
よ
り
、社
会
復
帰
で
き

　
る
ま
で
に
回
復
し
、事
故
を
き

　
っ
か
け
に
人
生
も
人
生
観
も
大

　
き
く
変
化
。

◆
講
演
で
は
、命
の
大
切
さ
を
ス

　
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
と
共
に
力
強
く

　
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

日
時
：
平
成
２７
年
９
月
２８
日（
月
）

　
　
　
１４
時
００
分
〜
１５
時
１０
分

場
所
：
東
条
文
化
会
館

対
象
：
東
条
地
域
小
学
校
の
５
・
６
年
生

講
師
：
小
西 

達
也
さ
ん

　
　（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

◆
先
天
性
骨
形
成
不
全
症
の

　
た
め
骨
折
を
く
り
返
し
、車

　
イ
ス
で
生
活
す
る
こ
と
に
。

　
小
中
学
校
時
は
親
元
を
離
れ
、

　
神
戸
市
の
療
育
セ
ン
タ
ー
に

　
て
治
療
を
受
け
な
が
ら
、隣

　
接
の
養
護
学
校
に
通
わ
れ
て

　
い
ま
し
た
。

◆
講
演
で
は
、幼
少
時
の
体
験

　
談
や
、障
が
い
者
の
生
活
に

　
お
け
る
周
囲
の
支
援
の
大
切

　
さ
な
ど
の
切
実
な
思
い
を
、

　
歌
を
交
え
な
が
ら
、楽
し
く

　
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

日
時
：
平
成
２７
年
１０
月
１
日
（
木
）

　
　
　
１４
時
００
分
〜
１５
時
１０
分

場
所
：
滝
野
東
小
学
校 

体
育
館

対
象
：
滝
野
地
域
小
学
校
の
５
・
６
年
生

と、市立中学校全校生を対象に、講演会を開催しました。

平成２８年３月１日 （６）小中学校人権教育講演会



◆
児
童
の
感
想

　
私
は
、
今
回
の
話
で
命
は
す
ご
く
大

切
と
い
う
こ
と
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

命
と
い
う
の
は
、
自
分
が
も
っ
て
い
る

時
間
の
こ
と
で
、
そ
の
時
間
を
自
分
の

た
め
に
使
う
か
、
人
の
た
め
に
使
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
こ
と
も
一
生
懸
命

が
ん
ば
る
こ
と
も
大
事
だ
け
ど
、
人
の

た
め
に
な
る
こ
と
も
心
が
け
た
い
で
す
。

困
っ
て
い
る
人
、
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い

た
ら
、「
優
」
と
い
う
字
の
よ
う
に
、

私
も
助
け
て
あ
げ
た
い
で
す
。
そ
う
思

っ
た
ら
、
自
分
が
も
っ
て
い
る
時
間
を
い

じ
め
の
た
め
に
使
っ
た
り
、
人
を
苦
し

ま
せ
る
た
め
に
使
っ
た
り
す
る
の
は
、

す
ご
く
、
ば
か
ば
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
の
周
り
に
も
、
そ
ん
な
も
っ
た
い

な
い
こ
と
を
し
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
そ

の
人
が
後
悔
し
な
い
よ
う
に
注
意
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
し
、
自
分
も
そ
ん

な
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

◆
生
徒
の
感
想

　
私
は
今
日
の
講
演
会
で
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

お
２
人
の
作
り
上
げ
ら
れ
る
音
楽
は
と
て
も
深
い
思
い

の
こ
も
っ
た
音
楽
だ
と
思
い
ま
し
た
。
夢
を
あ
き
ら
め

な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
私
に
は

夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
夢
を
叶
え
る
ま
で
き
っ
と
楽

な
こ
と
ば
か
り
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
夢
を
も

っ
た
か
ら
に
は
、
そ
の
夢
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
目
の
前

の
こ
と
１
つ
１
つ
を
全
力
で
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
思
い
の
こ
も
っ
た
演
奏
は
聴
く
人
の
心
に

感
動
を
与
え
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
私
は

吹
奏
楽
部
な
の
で
、
演
奏
会
で
は
１
曲
１
曲
思
い
を

込
め
て
演
奏
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
音
楽
の
素
晴

ら
し
さ
、
そ
し
て
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
の
で
き
た
２
時
間
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
生
徒
の
感
想

　
サ
ヘ
ル
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、
私
は
自
分
が
ど
れ

だ
け
恵
ま
れ
た
環
境
に
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
、
当
た
り
前
と
か
、
普
通

に
思
っ
て
い
た
こ
と
や
感
じ
て
い
た
こ
と
が
、
サ
ヘ
ル
さ

ん
の
お
話
を
聞
い
て
、
す
ご
い
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
日
本
に
も
親
が
い
な
か
っ
た
り
、
大

変
な
思
い
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
４
万
人
も
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。「
ご
飯
は
量
じ

ゃ
な
く
て
、
あ
り
が
た
み
を
知
っ
て
感
謝
を
し
て
食
べ

た
ら
、
自
然
と
お
腹
は
ふ
く
れ
て
く
る
」
と
い
う
言

葉
は
、
物
に
あ
ふ
れ
て
い
る
私
た
ち
は
き
っ
と
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
そ
う
い
う
経
験
を
し
て
き
た
ん
だ

か
ら
こ
そ
、
感
じ
ら
れ
た
も
の
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思

い
ま
し
た
。「
本
音
で
語
る
こ
と
が
人
に
信
頼
し
て
も

ら
う
た
め
、
い
い
関
係
を
築
く
に
は
必
要
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
て
、
本
音
で
話
す
こ
と
は
難
し
い
け
れ
ど
、

い
つ
か
は
私
も
本
音
で
話
せ
る
友
達
が
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

「
あ
ー
よ
か
っ
た
な  

あ
な
た
が
い
て

　   

〜
心
の
銀
行
に
い
っ
ぱ
い
貯
金
を
〜
」

講
師
：
仲
島 

正
教
さ
ん

　
　
　
　（
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
）

◆
小
学
校
教
師
・
西
宮
市
教
育
委
員
会

　
勤
務
を
経
て
、現
在
は
「
教
育
サ
ポ
ー

　
タ
ー
」
と
し
て
、若
手
教
師
対
象
に「
授

　
業
づ
く
り
」
や
「
学
級
づ
く
り
」
等
の

　
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
全
国
各
地
で
講

　
演
会
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
講
演
で
は
、自
分
の
持
っ
て
い
る
時
間

　
を
人
の
た
め
に
使
う
ち
ょ
っ
と
し
た
行

　
動
や
言
葉
か
け
で
、身
近
な
人
と
人

　
と
の
温
か
い
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ

　
る
こ
と
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

日
時
：
平
成
２７
年
１０
月
２
日（
金
）

　
　
　
１３
時
５０
分
〜
１５
時
００
分

場
所
：
社
小
学
校 

体
育
館

対
象
：
社
地
域
小
学
校
の
５
・
６
年
生

「
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
で
」

「
出
会
い
こ
そ
生
き
る
力
」

講
師
：
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ

　
　
　（Flute &

 B
ass

）

◆
ク
ロ
ー
ン
病
を
患
っ
て
い
る
奥

　
田
良
子
さ
ん（
フ
ル
ー
ト
・
オ
カ

　
リ
ナ
）と
奥
田
勝
彦
さ
ん（
ベ
ー

　
ス
）で
結
成
。挫
折
か
ら
社
会
復 

　
帰
に
至
る
ま
で
の
経
験
を
コ
ン

　
サ
ー
ト
で
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
講
演
で
は
、あ
き
ら
め
な
け
れ

　
ば
夢
は
叶
う
と
い
う
こ
と
を
、「
飛

　
行
機
雲
」「
情
熱
大
陸
」
な
ど
の

　
名
曲
の
演
奏
と
と
も
に
心
を
こ

　
め
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

日
時
：
平
成
２７
年
１１
月
２８
日（
土
）

　
　
　
１３
時
５０
分
〜
１５
時
３０
分

場
所
：
東
条
文
化
会
館

対
象
：
東
条
中
学
校
の
全
校
生
徒

日
時
：
平
成
２７年
１０
月
３
日（
土
）　

　
　
１１
時
００
分
〜
１２
時
３０
分

場
所
：
社
中
学
校 

体
育
館

対
象
：
社
中
学
校
の
全
校
生
徒

講
師
：
サ
ヘ
ル
・
ロ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　（
女
優
・
タ
レ
ン
ト
）

◆
ペ
ル
シ
ャ
生
ま
れ
。
８
歳
の
時

　
に
養
母
と
と
も
に
来
日
。女
優
・

　
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
Ｔ
Ｖ
・
ラ

　
ジ
オ
・
映
画
・
舞
台
で
活
躍
中
。

◆
講
演
で
は
、優
し
さ
あ
ふ
れ
る

　
語
り
口
に
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。心

　
の
ゆ
と
り
が
求
め
ら
れ
る
人

　
た
ち
に
と
っ
て
、人
と
の
出
会

　
い
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け

　
な
い
、と
再
発
見
で
き
た
お
話

　
で
し
た
。

（７） 小中学校人権教育講演会 平成２８年３月１日

社・滝野・東条の3地域の市立小学校5・6年生児童



■
公
開
授
業

　
学
校
教
育
部
会
で
は
、
年
間

３
回
の
人
権
・
同
和
学
習
の
公

開
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。２４
名

の
部
員
が
授
業
を
参
観
し
、
授

業
後
の
研
究
協
議
を
通
し
て
、

人
権
課
題
の
解
決
に
迫
る
授
業

改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。
２
月

１３
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
「
人

権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
」
で
、

学
校
教
育
部
会
の
取
組
と
し
て
、

社
中
学
校
の
実
践
を
発
表
し
ま

し
た
。

　さ
く
ら
保
育
園
公
開
保
育

（
１０
月

１５
日
）

●
５
才
児

●
指
導
者
　
寺
元
　
倫
代
さ
ん

●
テ
ー
マ
　「
み
ん
な
仲
間
」

●
参
観
者
の
感
想
　
園
が
一つ
と

な
り
、
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い
る

姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

鼓
笛
隊
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

自
信
に
あ
ふ
れ
る
表
情
、
バ
チ
さ

ば
き
、
運
動
会
で
の
成
功
が
さ

ら
に
み
ん
な
を
自
信
づ
け
た
の
で

は
と
思
い
ま
し
た
。
先
生
た
ち

の
声
か
け
も
さ
り
げ
な
く
、
温

か
く
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

社
中
学
校
公
開
授
業

（
１１
月
５
日
）

●
第
１
学
年

●
指
導
者
　
西
明
　
絵
理
さ
ん

●
題
　
材
「
１
０
０
万
回
生
き

た
ね
こ
」（
道
徳
副
読
本
「
き

ら
め
き
」
よ
り
）

●
ね
ら
い
　
生
命
は
有
限
な
も

の
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
も
ち
、

限
り
あ
る
生
命
を
よ
り
良
く
生

き
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
育
て
る
。

●
参
観
者
の
感
想
　
生
命
の
尊

さ
を
考
え
さ
せ
る
意
味
で
大
変

や
さ
し
く
、
分
か
り
や
す
く
、

そ
し
て
深
く
考
え
る
こ
と
の
で
き

る
良
い
教
材
を
選
ん
で
お
ら
れ
る

と
感
じ
ま
し
た
。「
１
０
０
万
回

泣
い
た
」
意
味
を
考
え
る
う
え
で
、

今
ま
で
の
人
生
の
思
い
を
対
比
さ

せ
る
こ
と
も
大
切
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

滝
野
南
小
学
校
公
開
授
業

（
１１
月

２６
日
）

●
第
６
学
年

●
指
導
者
　
中
村
　
文
哉
さ
ん

●
題
　
材
　「
身
の
ま
わ
り
の
人
権
」

●
ね
ら
い
　
お
互
い
の
「
ち
が
い
」

を
受
け
と
め
合
い
、
個
人
の
多

様
性
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
。

●
参
観
者
の
感
想
　
教
材
と
し

て
日
常
生
活
の
中
で
「
あ
っ
て
も

良
い
こ
と
」
と
「
あ
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
気
づ
か
せ
る
た
め
に
、
と
て
も

良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の

２
点
に
つ
い
て
、
自
分
な
り
に

最
後
に
ま
と
め
さ
せ
、
視
点

を
広
げ
て
考
え
ら
れ
た
こ
と

も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

   

　
管
外
研
修
　〈
１１
月
１２
日
〉

｢

下
京
区
い
き
い
き
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー｣

な
ど
を
訪
問

　
私
た
ち
企
人
協
は
、
加
東
市

同
教
、
人
権
擁
護
委
員
の
方
々

と
京
都
府
京
都
市
に
あ
る
「
下

京
区
い
き
い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
」
と
「
柳
原
銀
行
記
念
資
料

館
」、「
旧
岡
崎
公
会
堂
跡
地
」

な
ど
へ
合
同
視
察
研
修
に
出
か

け
ま
し
た
。

　
下
京
区
い
き
い
き
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
で
は
、
下
京
区
崇
仁
地

区
に
お
い
て
地
域
が
主
体
と
な
っ

て
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
が

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
企
画
し
、

同
和
問
題
を
前
向
き
に
捉
え
た

ま
ち
づ
く
り
の
取
組
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
特
に
、
子
ど
も
た
ち
の
熱
心

な
取
組
に
つ
い
て
の
話
が
心
に
大

き
く
残
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
柳
原
銀
行
記
念
資
料

館
は
、
１
８
９
９
年
に
同
和
地

区
内
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
銀

行
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
地

域
で
そ
の
建
物
を
大
切
に
し
よ

う
と
い
う
熱
意
か
ら
、
現
在
は

記
念
館
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
同
和
問
題
の
歴
史
・
文

化
・
生
活
等
の
資
料
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
施
設
内
を
見
学
し

ま
し
た
。

   

お
誘
い
と
お
願
い

　
未
加
入
の
企
業
・
商
店
の
皆
様
、

ぜ
ひ
と
も
、加
東
市
『
企
人
協
』

に
加
入
く
だ
さ
い
。

加
入
申
込
は
人
権
教
育
課
ま
で

　
　
企
人
協
事
務
局

　
　
　
４
３
―
０
５
４
４ 

ま
で

市
同
教 

学
校
教
育
部
会
の
活
動

加
東
市
企
業
人
権

　
　
教
育
協
議
会
の
活
動

す
う
じ
ん

平成２８年３月１日 （８）学校教育部会の活動・企人協の活動



い
ろ
ん
な

　
　
「
性
」に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

講
師
　
宝
塚
大
学
看
護
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
日
高
　
庸
晴
さ
ん

10 月 25 日

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
と
う
さ
ん
と

　
一
緒
に
お
弁
当
を
つ
く
ろ
う
！

講
師
　
藤
田
　
和
昌
さ
ん

11 月 22 日

　
性
同
一
性
障
害
な
ど
の
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）
に
つ
い
て
保
護

者
や
学
校
園
の
先
生
方
を
対
象
に
学
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
メ
デ
ィ
ア
で
い
ろ
ん
な
性
に

つ
い
て
耳
に
す
る
よ
う
な
り
ま
し
た
が
、

十
分
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

誰
も
が
あ
り
の
ま
ま
で
受
け
入
れ
ら
れ
、

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
け
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
声
】

●
他
人
事
と
思
わ
ず
、
今
既
に
自
分
の

周
り
で
現
実
的
な
も
の
だ
と
再
認
識
し

た
。
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
も
と
う

と
思
っ
た
。

●
「
知
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
の
怖
さ

を
感
じ
た
。
全
て
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を

人
と
し
て
尊
重
す
る
人
間
づ
く
り
に
取

組
む
必
要
性
を
感
じ
た
。

　
男
性
保
護
者
が
子
ど
も
と
一
緒
に
「
キ

ャ
ラ
弁
」
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

料
理
・
家
事
・
子
育
て
に
参
加
す
る
楽

し
さ
を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
声
】

●
日
頃
行
っ
て
い
な
い
貴
重
な
体
験
を

し
た
。
今
日
で
は
男
女
問
わ
ず
、
料
理
・

家
事
を
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ

り
、
楽
し
い
反
面
毎
日
行
う
こ
と
は
大

変
な
こ
と
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

●
で
き
る
だ
け
夫
婦
・
家
族
で
分
担
で

き
る
よ
う
何
事
も
男
女
に
関
わ
ら
ず
行

っ
て
い
き
た
い
。

　12月から 1月にかけて市内 4 会場で実施しました「音楽療法
講座」の様子をご紹介します。
　音楽療法とは、音楽を使って病気や障がい・問題行動などを
よい方向に変化させていく治療手段のことです。専門の訓練を
受けた音楽療法士が、人の心の深い部分に直接働く音楽の特
性を使って、心地よい時間と空間を作り上げられます。
　本講座は、参加者の心の健康づくりをねらって音楽療法士と
して北播磨地域で活躍しておられる東寛子先生を講師としてお招きし、本年度からの新規事業として
実施しました。
　どの会場とも、初めての講座ということもあり、参加された方々の表情はやや硬かったのですが、
東先生の実に巧みな話術に参加者の硬かった表情からひとりでに笑みがこぼれ、あっという間に楽し
い雰囲気に変わっていきました。

　参加者が幼いころ、また若いころに聞いたり、歌ったりした
であろう曲をキーボードの演奏に合わせて歌っておられる姿は、
実に元気でいきいきとされていました。
　また、世界を旅するのが趣味であるという講師が、旅先のキ
ューバで買い求めたという現地の楽器「ギロ」や「マラカス」
などにも触れ、心和む時間を過ごされていました。
　参加者からは、早速、来年も参加したいと
いう声が出ており、平成 28 年度にも引き続
き実施していく予定です。

窪田地区での様子

久米地区での様子

（９） 男女共同参画セミナー・広域隣保活動事業 平成２８年３月１日



「
お
父
さ
ん
、
お
い
し
い
よ
。」

子
ど
も
た
ち
の
弾
む
声
。

「
そ
う
か
、
う
ま
い
だ
ろ
。」

と
少
し
自
慢
げ
に
聞
こ
え
る
父
さ
ん
の
声
。

　
こ
れ
は
、
加
東
市
男
女
共
同
参
画
セ

ミ
ナ
ー
の
男
性
料
理
教
室
の
ひ
と
コ
マ
で

す
。
大
変
人
気
が
高
く
定
員
を
い
つ
も

満
た
し
て
い
ま
す
。

「
イ
ク
（
育
）
メ
ン
」「
カ
ジ
（
家
事
）
メ

ン
」
は
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
お

ら
れ
ま
す
か
。

　
加
東
市
の
市
民
意
識
調
査
（
平
成

２６

年
）
の
「
男
は
外
で
働
き
、
女
は
家
庭

を
守
る
べ
き
」
と
い
う
考
え
方
に
、

１０
代
、

２０
代
の

７０
％
以
上
が
「
そ
う
思
わ
な
い
」「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
セ
ミ

ナ
ー
の
講
座
で
、
お
聞
き
す
る
と
「
我
が
家
の
若
い
夫

婦
は
助
け
合
っ
て
い
る
。」「
私
も
高
齢
だ
が
料
理
す
る

こ
と
も
あ
る
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で

は
「
子
ど
も
の
小
さ
い
う
ち
は
お
母
さ
ん
が
一
緒
に
い
て

あ
げ
る
の
が
い
い
と
思
う
。」
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。

ま
た
、
地
区
の
寄
り
合
い
や
社
会
活
動
な
ど
に
参
加

す
る
時
「
う
ち
で
は
女
が
外
に
出
る
の
を
嫌
う
。
世

間
の
目
が
あ
る
か
ら
。」
と
た
め
ら
っ
て
い
る
と
い
う
お

話
も
あ
り
ま
し
た
。

　
世
界
と
比
較
す
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
。
積
極
的
に

育
児
や
家
事
に
か
か
わ
る
男
性
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
図
の
よ
う
に
日
本
で
は
、
日

本
の
夫
の
家
事
・
育
児
時
間
は
非
常
に
短
く
、
外
国

で
は
３
時
間
以
上
で
あ
る
の
に
対
し
１
時
間
程
度
で
、
一

方
、
仕
事
時
間
は
日
本
が
一
番
長
く
８
時
間
以
上
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
男
女
の
格
差
を
国
ご
と
に
比
較
し
た
「
男
女
格
差

報
告
２
０
１
３
年
」
に
よ
る
と
、
日
本
は
対
象
国
１
３

６
国
中
１
０
５
位
で
し
た
。
そ
れ
は
、
経
済
、
教
育
、

政
治
、
健
康
の
４
分
野
で
分
析
す
る
も
の
で
す
。
中
で

も
、
日
本
の
女
性
は
労
働
参
加
率
や
管
理
職
が
少
な

く
、
政
治
も
議
員
の
少
な
さ
が
響
い
て
こ
の
よ
う
な
順

位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
男
女
と
も
識
字
率
と

中
等
教
育
が
世
界
１
位
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
女

性
の
労
働
参
加
率
が
少
な
く
能
力
が
十
分
発
揮
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。（

次
号【
後
編
】へ
つ
づ
く
）

　4月1日から「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進
法）」が本施行となり、女性のより積極的な暮らし方・働き方への環境整備が進めら
れ、性別の枠組みに捉われない多様な可能性をもつ社会へ近づこうとしています。
　そこで、性別に関係なく誰もが活躍できる「男女共同参画社会」の実現について、
兵庫県人権教育研究協議会事務局長で、加東市男女共同参画市民会議にも携わ
っていただいている大東太郎さんにお話をお伺いしました。

※本連載は、前編・後編に分けて掲載します。

男でも　女でも　なく　人として

元加東市人権教育推進員　大東 太郎さん

男女が互いを大切にする生き方を求めて男女が互いを大切にする生き方を求めて
―　国際的な視点から　―

-連
載
-

【前編】

平成２８年３月１日 （１０）男女が互いを大切にする生き方を求めて



　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
コ
メ
ン
ト
を
投
稿
す
る
こ
と
と
、
Ｅ
メ

ー
ル
を
使
う
こ
と
は
、
基
本
的
に
仕
組
み
が
違
う
。

Ｅ
メ
ー
ル
は
送
信
相
手
の
み
と
の
や
り
取
り
で
、
特

に
ド
コ
モ
やau

、S
oftB

ank

は
記
録
が
何
年
も
ネ

ッ
ト
上
に
残
る
こ
と
は
な
い
。
電
話
会
社
の
管
理
下

に
あ
り
、
安
全
性
も
高
い
。
一
方
、tw

itter

や

Facebook

の
よ
う
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
コ
メ
ン
ト
や
画

像
が
、
残
り
続
け
る
。
非
公
開
の
コ
メ
ン
ト
を
覗
き

見
る
ア
プ
リ
ま
で
存
在
す
る
。
家
族
の
写
真
を
投
稿

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
世
界
中
が
見
る
か
も
し
れ
な

い
と
こ
ろ
に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
写
真
を
貼
り
付
け

る
と
い
う
こ
と
だ
。
今
は
可
愛
い
我
が
子
の
幼
い
写

真
か
も
知
れ
な
い
が
、
や
が
て
成
長
し
就
職
、
結
婚

と
い
う
時
期
を
迎
え
る
そ
の
時
、
過
去
の
記
録
か
ら

我
が
子
が
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い

の
だ
。
投
稿
内
容
や
電
話
帳
デ
ー
タ
か
ら
紐
づ
く
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
、
ス
ト
ー
カ
ー
や
連
れ
去
り
被
害
も
増
え
て

い
る
。
ネ
ッ
ト
は
日
本
国
内
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。

ど
ん
な
被
害
に
遭
う
か
、
想
像
を
遥
か
に
超
え
る
事

例
は
次
々
と
起
き
て
い

る
の
だ
か
ら
、
親
が
我

が
子
の
人
権
侵
害
を
起

こ
さ
ぬ
よ
う
意
識
し
て

お
き
た
い
。

　 

投
稿
内
容
が
原
因
で
、

就
活
に
失
敗
す
る
学
生

も
い
る
。
名
前
で
検
索
さ
え
す
れ
ば
、
応
募
者
の
生

い
立
ち
や
、
生
活
状
況
は
見
え
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、

企
業
も
当
然
、
採
用
審
査
や
社
員
評
価
の
参
考
に
し

易
い
。
職
場
の
愚
痴
、
人
を
傷
つ
け
る
コ
メ
ン
ト
、

ネ
ッ
ト
上
に
書
き
込
ん
だ
い
じ
め
は
、
結
局
、
自
分

に
返
っ
て
く
る
の
だ
。
書
か
れ
た
方
で
は
な
く
、
書
き

込
ん
だ
投
稿
者
に
返
っ
て
く
る
の
が
ネ
ッ
ト
い
じ
め
な

の
だ
。
過
敏
に
反
応
せ
ず
、
反
論
し
な
い
こ
と
も
、

自
分
を
守
る
対
策
に
な
る
。

 

　
今
の
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、

便
利
す
ぎ
る
生
活
だ
と
大
人

は
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

不
便
さ
を
体
験
し
て
い
な
い

世
代
に
は
、
判
断
基
準
が
な
い
。

大
人
の
思
う
よ
う
な
危
機
感

を
も
つ
こ
と
す
ら
で
き
な
い
で
い
る
。
ア
ナ
ロ
グ
世
代

が
、
不
便
さ
を
伝
え
な
け
れ
ば
、
危
険
に
遭
遇
し
て

も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
リ
ス
ク
を
伝
え
、
機

械
で
は
な
く
、
自
分
自
身
で
判
断
し
て
行
動
で
き
る

よ
う
、
不
便
体
験
が
必
要
な
の
だ
。
ア
ナ
ロ
グ
も
デ

ジ
タ
ル
も
、
双
方
と
も
理
解
し
て
使
い
こ
な
せ
な
け

れ
ば
、
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
凶
悪
な
犯
罪
や
不
可
解
な
事
件
が
増
え
て
い
る
の

は
、
検
索
内
容
に
反
映
し
て
表
示
さ
れ
る
偏
っ
た
情

報
と
、
動
画
サ
イ
ト
の
視
覚
的
な
影
響
が
大
き
い
。

我
が
子
に
少
し
ず
つ
歪
が
出
て
い
て
も
、
家
族
す
ら
、

気
づ
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
一
度
、

家
庭
で
の
会
話
が
子
ど
も
の
成
長
に
、
ど
れ
ほ
ど
大

切
か
を
考
え
て
欲
し
い
。

　最近では、スマートフォンやタブレットＰＣ、パソコンなどからいつでもどこでも、
気軽に簡単にインターネットに接続できます。
　その一方で、インターネットを介していじめや犯罪などに子どもが巻き込まれ
るケースは増加傾向にあり、子どもが被害者ではなく、加害者になるケースも
起きています。
　そこで今回は、インターネットトラブルに精通する篠原嘉一さんに、トラブル
に巻き込まれないために知っておかなくてはいけないこと、大人が子どもに伝え
るべきことをお聞きしました。

＊
ネ
ッ
ト
社
会
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
ア
ナ
ロ
グ
な

体
験
が
必
要

注
：
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
交
流
を
通
じ
て
、
個
人
と
個
人
を
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス
。

ひ
も

ゆ
が
み

ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）と人権

ＮＩＴ情報技術推進ネットワーク株式会社　　篠原　嘉 一 さん

（１１）SNSと人権 平成２８年３月１日



第9期加東市民人権講座修了者一覧
第９期加東市民人権講座を３回（２回と補講を含む）受講され、修了された皆さんです。

さまざまな人権課題について学習していただきました。学んでいただいたことを地域やご家庭で実践していただきますよ

うお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２８年２月１３日現在）

藤野正弘　小西正倫　上月文雄

藤原英博

山本光利　藤田　武　宮永裕子　時本昌子

小川能範　藤岡良恵

増田幸道　蛭田義弘　出井陽一

桝谷正信　繁田知宏

中池隆男

宮野昌子　井上茂美　久野末子

藤本明男

堀内正勝　黒石　真

藤本敦志

中西一夫　吉田　誠

宮崎正美　宮崎　薫　宮崎吉実

藤本義輝

柴垣ハツミ　家永義彦　中西千秋

山本訓民　臼井愛子　 藤本八重子

依藤幹男　亀野靖秀

小紫眞弓

ロクカルゲ利香

田中良輝　田中裕基

玉井義明　玉井正人

時本　司　上石美奈子　壷井広美

稲継俊文　宮崎伸枝

井上武子　井上智恵美　大熊正幸

小林多美子　小林初美

内藤公士

服部善典

小林二城　宮崎　満

小紫　忍

鷹尾康信

藤原　彰

丸谷哲哉

田中明子　田辺昌美　雨坂照子

小澤達司

阪脇哲男

西山靖久

木田都夫　臼井秀樹　上月邦弘

藤原美千子　松本美栄子

西山昭博

剱物雅人

藤本武彦　田尻　寿

松本智圭　本多博親

神田　正　大畑眞司

藤浦達也

常見雅也　神田智規

藤川直樹　大久保光治

赤松守正　丸山俊邦　黒崎良子　伊瀬大樹

丸山紀弥　藤原崇雄　上月桂子

永井牧子　中谷あや　井上道弘

田中良治　大久保信三　 西山俊之　 山根武士

鈴木敏久

堀　信敏　平尾　淳

神戸都彦　末広義治　末広靖弘

上月明美　泉　幸彦　井上善広

竹内信寿　竹内康平　竹内正明

坂部　孝　高橋正和　百田景子　徳岡万里子

小林義一　陰山英利　藤井直人　藤井　寛

藤本嘉希　松田康則

武中　稔　藤原瑛子　高見恵理　長尾真由美

吉田浩康

鷹尾志津代

樋口良一

川居弘和

北野忠敬

上中彰文　金谷隆志

中居聖吾

小坂征幸

安居亮子

福田テル子　片山純子

仮屋昌晴　尾　真次

藤井俊貴　西尾里美　藤本浩司

片山侯史　小川幸作

澤谷和弘　石田香織　山本美代子

藤原　豊　藤野典子

藤原清隆

古田昭浩　古田京子

藤井雅裕　藤井恵子

大門はる代　宮田満秀　立岡高昭

　　　　　　　　　　　　（敬称略） 

【社一区】

【社二区】

【社三区】

【社四区】

【社五区】

【ひろのが丘】

【嬉野台団地】

【山　国】 

【松　尾】

【田　中】

【鳥　居】

【貝　原】

【野　村】

【西垂水】

【窪　田】

【家　原】

【上　中】

【梶　原】

【喜　田】

【沢　部】

【福　吉】

【上　田】

【大　門】

【西古瀬】

【中古瀬】

【東古瀬】

【屋　度】

【東　実】

【　畑 】

【廻　渕】

【池之内】

【湖翠苑】

【上久米】

【下久米】

【久　米】

【上三草】

【木　梨】

【藤　田】

【山　口】

【馬　瀬】

【牧　野】

【やしろ台】

【上鴨川】

【下鴨川】

【平　木】

【光明寺】

【上滝野】

【下滝野】

【新　町】

【北　野】

【穂　積】

【稲　尾】

【曽　我】

【多井田】

【河　高】

【高　岡】

【天　神】

【掎鹿谷】

【黒　谷】

【古　家】

【常　田】

【秋津台】

【西　戸】

【少分谷】

【貞　守】

【長　井】

【横　谷】

【南　山】

【岡　本】

【岩　屋】

【新　定】

【栄　枝】

【松　沢】

【東垂水】

【 薮 】

【嬉野東】

梓崎

平成２８年３月１日 （１２）第９期加東市民人権講座修了者一覧



　市内の15の保育園（所）・認定こども園に通う園児たちに協力を呼びかけ、共同作品を作成
していただきました。
　「みんなともだち」「たのしいなかま」「みんななかよし」など、相手の立場を考え、思い
やりや助け合う気持ち、命の大切さなどをテーマに作成しました。
　子どもたちのこころ温まる作品の数々を、ぜひご覧ください。
　この作品は、加東市秋のフェスティバル（平成27年10月31日～11月1日、加東市庁舎にて開
催）と、人権週間にちなんだ加東市人権啓発展（平成27年12月3日～18日、やしろショッピン
グパークBioにて開催）で展示しました。

社保育園（4歳児）

お友だちみんなでイモ掘り大会！！
力を合わせて引っこ抜こう！
でっかいイモを見つけるぞ。

社保育園（5歳児）

ともだちとともだちがつながって、
おおきなわになった！

みんなたいせつなともだちだよ。

米田保育園（4・5歳児）

保育園大好き！友だち大好き！
みんなの笑顔を見ていたら、

心がポカポカしてきたよ！

三草保育園（5歳児）

富士山のように　大きく野に咲く花のように

美し心をもって、みんなで過ごしたいね。

（１３）園児らの人権共同作品 平成２８年３月１日



鴨川保育園（4・5歳児）

皆で息を合わせて
大きな声で頑張った運動会。

祭りをテーマに力を合わせて踊りました！

東古瀬こども園（5歳児）

小鳥さんもうまれたよ！！
カマキリさんもうまれたよ！！

くもさんもうまれたよ！！　おめでとう！！

椿山保育園（5歳児）

友達と力を合わせて
大きくふくらんだバルーン！

一人ひとりの夢もでっかく大きく！！

正覚坊保育園（5歳児）

みんなが幸せになるように、
やさしさ　元気　思いやりの心を

ニコニコ笑顔で届けるよ！！

泉保育園（5歳児）

お泊り保育で買い物に行ったよ。
帰り道、虹を見たよ。

みんなできれいねと見あげたよ。

河高保育園（5歳児）

一人ひとりは小さな力でも
友達と一緒にいると、勇気が出てきて、

大きな力になるよ。

平成２８年３月１日 （１４）園児らの人権共同作品



たきの愛児園（5歳児）

自分と友達の考えはそれぞれ違うけど、

相手の話も聞いて話し合えるクラスになろう。

高岡育児園（5歳児）

みんなの力を合わせれば

きっと輝く　平和の光

加茂保育所（5歳児）

みんなで宇宙へ行こう！！

知らない世界を見てみよう。きっと素敵なであいがあるよ。

東条保育園（5歳児）

にじ色のようにみんな違ってみんな良い

手をつなげば笑顔ひろがるステキな仲間★

秋津保育園（5歳児）

ひとつの小さなやさしさが、
大きなしあわせにつながる。

ぼくたちそんな人になりたいな。

さくら保育園（5歳児）

世界には、さまざまな文化があり
生活があります。

でも心は同じ、みんなともだちです。

（１５）園児らの人権共同作品 平成２８年３月１日



な
も
の
だ
と
知
っ
た
私
は
、
今
の
生
活
に
満
足
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
私
の
こ
の
話
を
聞
い
て
自
分
の

生
活
に
満
足
し
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
か
？
皆
さ
ん

の
そ
ん
な
意
識
が
少
し
で
も
変
わ
っ
た
ら
私
は
う
れ
し

い
で
す
。

　
私
の
父
は
、
バ
ス
の
運
転
手
を
し
て
い
ま
す
。

　
十
八
年
間
、
父
は
観
光
バ
ス
を
動
か
し
て
き
ま
し
た
。

観
光
バ
ス
は
、
旅
行
や
観
光
ツ
ア
ー
な
ど
を
楽
し
む

人
た
ち
を
乗
せ
て
目
的
地
へ
と
運
ぶ
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
一
月
十
五
日
の
未
明
、
そ
の
楽
し
い
は
ず

の
旅
行
が
、
一
転
し
て
悪
夢
に
変
わ
る
事
故
が
起
き
て

し
ま
い
ま
し
た
。
軽
井
沢
で
起
き
た
、
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

バ
ス
転
落
事
故
で
す
。
多
数
の
負
傷
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、

大
学
生
を
含
め
た
乗
客
十
三
名
と
運
転
手
二
名
が
亡

く
な
る
と
い
う
、
大
き
な
被
害
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
事
故
に
つ
い
て
自
分
な
り
に
調
べ
て
み
ま
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
判
明
し
て
い
る
事
故
の
原
因
は
、
運
転

手
が
、
大
型
バ
ス
の
運
転
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。

　
売
っ
て
い
る
の
よ
。」

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
母
の
話
に
よ
れ
ば
、
ペ
ル

ー
は
貧
富
の
差
が
激
し
く
、
あ
の
親
子
の
よ
う
に
お

菓
子
を
売
っ
た
り
、
楽
器
を
演
奏
し
た
り
し
て
お
金

を
稼
ぐ
人
は
少
な
く
な
い
そ
う
で
す
。
そ
の
証
拠
に

私
も
町
中
で
何
度
も
そ
の
よ
う
な
人
を
見
か
け
ま
し

た
。
母
は
、
そ
う
い
う
人
を
見
か
け
る
と
私
に
、

「
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
は
帰
る
家
や
家
族
も
い
る
。
勉
強
も 

　
で
き
る
し
、
ゲ
ー
ム
だ
っ
て
で
き
る
。
当
た
り
前
か

　
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ
れ
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
な

　
の
よ
。」

と
言
い
ま
し
た
。
確
か
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま

し
た
。
今
ま
で
普
通
に
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
普
通
に
学

校
に
行
っ
て
家
に
帰
る
。
当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
そ
の
当
た
り
前
の
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
幸

せ
な
こ
と
か
私
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
嫌
々

行
っ
て
い
る
学
校
も
、
お
金
が
な
い
か
ら
学
校
に
行
け

な
い
子
ど
も
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
と
て
も
う
ら
や
ま

し
い
こ
と
の
は
ず
で
す
。
そ
れ
な
の
に
学
校
に
行
き

た
く
な
い
な
ん
て
言
う
の
は
無
責
任
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　
母
も
高
校
に
行
き
た
か
っ
た
け
ど
出
稼
ぎ
に
行
か

な
い
と
い
け
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
聞
い
て
、
私
は
母
の
た
め
に
も
絶

対
に
高
校
に
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
今
の
生
活
が

幸
せ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
自
覚
し
て
生
き

て
い
く
、
そ
し
て
、
自
分
が
勉
強
を
し
た
り
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
好
き
な
服
を
着
る
こ
と
が
で
き
た
り
す
る

と
い
う
こ
と
が
当
た
り
前
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
頭
に

入
れ
る
こ
と
、
そ
れ
が
今
の
私
に
は
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　
ペ
ル
ー
に
行
っ
て
実
際
に
そ
ん
な
光
景
を
見
な
け
れ

ば
、
き
っ
と
今
ご
ろ
私
は
今
の
生
活
が
決
し
て
崩
れ
る

　
皆
さ
ん
は
、
今
自
分
の
生
活
に
満
足
し
て
い
ま
す
か
？

　
テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く
見
る
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も

た
ち
の
様
子
、
ま
だ
私
た
ち
と
変
わ
ら
な
い
年
の
子

ど
も
が
出
稼
ぎ
に
行
く
。
こ
の
裕
福
な
国
、
日
本
で

は
子
ど
も
が
出
稼
ぎ
に
行
く
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
と
い
う
の
は
、

想
像
し
に
く
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
そ
う
で
し
た
。

で
も
、
あ
る
時
衝
撃
的
な
光
景
を
ま
の
あ
た
り
に
し

ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
五
年
ほ
ど
前
、
小
学
四
年
生
の
時
の
夏

の
こ
と
で
す
。
私
は
親
の
事
情
で
両
親
の
母
国
で
あ

る
ペ
ル
ー
に
行
き
ま
し
た
。
日
本
の
ほ
ぼ
反
対
側
に
あ

る
ペ
ル
ー
の
季
節
は
冬
で
し
た
。
ペ
ル
ー
に
着
い
て
し

ば
ら
く
し
た
こ
ろ
、
私
は
母
と
バ
ス
に
乗
っ
て
遠
出
を

し
て
い
ま
し
た
。
数
分
間
バ
ス
に
ゆ
ら
れ
て
い
る
と
、

私
と
同
い
年
か
そ
れ
よ
り
下
く
ら
い
の
男
の
子
と
そ

の
お
母
さ
ん
で
あ
ろ
う
人
物
が
乗
っ
て
来
ま
し
た
。
二

人
の
手
に
は
飴
や
ら
グ
ミ
や
ら
の
入
っ
た
袋
が
握
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
あ
ま
り
見
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
光
景
を
見
て
、
私
は
母
に
、

「
お
母
さ
ん
、
あ
の
人
た
ち
は
何
を
し
て
い
る
の
？
」

と
聞
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
母
は

「
あ
の
人
た
ち
は
ね
、
お
金
を
稼
ぐ
た
め
に
お
菓
子
を

「
幸
せ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
」

社
中
学
校

三
年
　
島
袋
　
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア

し
ま
ぶ
く
ろ

「
命
を
預
か
る
重
さ
」

滝
野
中
学
校

二
年
　
藤
本
　
唯
花

ふ
じ
も
と

ゆ
い

か
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夢
を
叶
え
る
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り
の
人

た
ち
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
夢
に
向
か
っ
て
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
を
切
る
は
ず
だ
っ
た
の
に
、
不
幸
な
事
故
で
一

瞬
に
し
て
そ
れ
が
叶
わ
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
こ
ん
な

に
悔
し
い
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
報
道
を
見
て
い

て
、
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
の
両
親
や
友
達
、
親
戚
の

方
々
の
大
切
な
人
を
失
う
悲
し
み
が
痛
い
ほ
ど
分
か

り
ま
し
た
。

　
も
し
、
今
回
の
事
故
に
遭
っ
た
バ
ス
の
運
転
手
が
父

だ
っ
た
ら
、
父
と
一
緒
に
多
く
の
夢
と
命
が
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
ら
、
私
は
気
が
狂
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
泣
き
叫

ん
で
悲
し
む
だ
ろ
う
し
、
想
像
し
た
だ
け
で
も
不
安

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
が
亡
く
な
っ
た
大
学
生
だ
っ
た
ら
、
私
の

家
族
は
、
私
が
想
像
し
て
い
る
以
上
に
悲
し
む
だ
ろ

う
し
、
私
自
身
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
失
っ
て
し
ま
っ
た

ら
こ
ん
な
に
悔
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

人
生
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
日
常
生
活
も
崩
れ
て
し

ま
う
こ
と
で
、
今
回
の
事
故
は
亡
く
な
っ
た
大
学
生
だ

け
で
な
く
、
そ
の
家
族
の
方
た
ち
も
被
害
者
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
あ
る
時
、
父
が
風
邪
に
な
り
、
高
熱
が
あ
る
の
に

仕
事
に
行
く
と
言
い
出
し
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

そ
の
時
母
は
自
分
の
仕
事
を
休
ん
で
ま
で
看
病
し
て

い
た
そ
う
で
す
が
バ
ス
ガ
イ
ド
の
経
験
の
あ
る
母
は
、

自
分
の
体
を
健
康
に
管
理
で
き
な
い
の
に
、
安
全
運

転
な
ん
か
で
き
る
は
ず
が
な
い
と
父
を
叱
っ
た
こ
と
が

あ
る
そ
う
で
す
。
父
が
今
ま
で
事
故
を
起
こ
さ
な
か
っ

た
の
も
母
が
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
バ
ス
を
安
全
に
快
適
に
走
ら
せ
る
た
め
に
、
バ
ス
の

点
検
や
掃
除
、
走
行
行
程
、
休
憩
場
所
の
確
認
な
ど

運
転
す
る
人
を
補
助
す
る
ガ
イ
ド
さ
ん
な
ど
多
く
の

人
た
ち
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

い
私
で
す
が
、
実
際
に
あ
っ
た
事
故
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
り
、
家
族
と
話
し
合
っ
た
り
し
て
み
た
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
普
段
は
あ
ま
り
父
の
仕
事
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
こ

と
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
父

は
、
十
八
年
も
の
間
、
命
と
い
う
重
い
荷
物
を
今
ま
で

運
ん
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
来
る
日
も
来
る
日
も

何
十
人
も
の
お
客
さ
ん
を
目
的
地
ま
で
、
安
全
に
運
び
、

そ
し
て
帰
り
を
待
つ
家
族
の
元
へ
無
事
送
り
届
け
て
き

た
の
で
す
。
当
然
の
よ
う
に
。
単
な
る
荷
物
で
は
な
く
、

乗
客
一
人
一
人
に
待
つ
家
族
が
い
て
、
楽
し
か
っ
た
旅
行

の
土
産
話
を
聞
き
た
く
て
待
っ
て
い
る
家
族
の
元
へ
送

り
届
け
て
き
た
の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
ん
な
責
任
の
重
い
仕
事
を
毎
日
や
っ
て
い
る
の
か
と

改
め
て
凄
い
な
あ
と
感
心
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
今
回
の
事
故
で
犠
牲
と
な
っ

た
人
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
も
し
、
私
の
家
族
が
今
回
の
よ
う
な
事
故
に
遭
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
き
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
立
ち
直
れ
な
い
と

思
い
ま
す
。
今
回
事
故
に
遭
っ
た
大
学
生
の
方
々
は
、

春
か
ら
社
会
人
と
な
る
は
ず
の
方
々
で
し
た
。

　
実
際
、
私
に
も
将
来
な
り
た
い
職
業
や
や
っ
て
み
た

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ

ー
ク
」
で
は
、
創
作
料
理
の
「
ゆ
ん
た
く
」
さ
ん
で
、

私
は
接
客
業
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
お
客
様
に
対
す
る

気
づ
か
い
や
礼
儀
な
ど
、
料
理
を
お
い
し
く
食
べ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
笑
顔
で
接
客
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。
以
前
か
ら
人
と
関
わ
る
仕
事
に
将
来

就
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
経
験
を
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
接
客
の
仕
事
を
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
ま
だ
中
学
生
で
す
が
、
今
回
、

バ
ス
の
事
故
で
犠
牲
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
大
学
生

で
す
。
私
と
同
じ
よ
う
に
夢
を
も
っ
て
、
実
際
に
そ
の

本
来
、
予
定
し
て
い
た
高
速
道
路
を
使
わ
ず
に
、
一
般

の
峠
の
坂
道
を
走
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
普
段
よ
り
バ

ス
の
速
度
が
速
か
っ
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
他
に

も
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
案
内
や
乗
客
名
簿
を
確

認
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
ず
さ
ん
な
運
行
管
理
状

況
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
事
故
に
つ
い
て
、
父
に
聞
い
て
み
る
と
、

「
一
瞬
た
り
と
も
気
は
抜
け
な
い
。
仕
事
柄
、
毎
日
バ 

　
ス
を
運
転
し
て
る
と
は
い
え
、
油
断
せ
ず
運
転
し

　
な
け
れ
ば
・
・
・
。」

と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
実
際
、
父
の
会
社
で
は
、
仕
事
の
前
に
は
、
運
転

手
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
身
体
の
状
態
な
ど
を
厳
し
く
確

認
し
て
か
ら
出
発
し
た
り
、
定
期
的
に
運
転
技
術
の

衰
え
が
な
い
か
テ
ス
ト
し
た
り
す
る
そ
う
で
す
。

　
さ
ら
に
、
父
は
こ
ん
な
話
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
五
年
ほ
ど
前
な
ぁ
、
わ
い
が
い
つ
も
ど
お
り
に
な
ぁ
、

　
バ
ス
を
運
転
し
て
、
交
差
点
の
信
号
待
ち
で
停
車

　
中
だ
っ
た
時
に
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
ち

　
ら
側
が
青
信
号
に
変
わ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高

　
校
生
が
自
転
車
で
二
列
・
三
列
に
な
っ
て
、
突
然
バ

　
ス
の
前
の
横
断
歩
道
を
横
切
っ
た
ん
や
。
三
人
と
も

　
は
ね
て
た
か
も
し
れ
へ
ん
。
き
も
を
つ
ぶ
し
た
。
あ

　
の
時
家
族
の
顔
が
浮
か
ん
だ
。」

　
こ
れ
も
父
が
常
に
、
バ
ス
の
前
後
に
人
が
い
な
い
か

確
認
を
す
る
、
曲
が
り
角
や
交
差
点
の
青
信
号
に
は

間
を
空
け
て
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
基
本
的
な

運
転
の
マ
ナ
ー
を
意
識
し
て
い
た
か
ら
避
け
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。

　
交
通
事
故
の
こ
と
や
父
の
話
を
聞
い
て
、
命
を
預

か
る
父
の
仕
事
の
責
任
の
重
さ
に
つ
い
て
、
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
は
、
身
近
な
人
の
死
や
交
通
事
故
の
経
験
の
な
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き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
や
ろ
う
と
思
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
年
を
重
ね
る
内
に
、
思
い
が
薄
れ
、
だ

ん
だ
ん
と
面
倒
だ
な
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
四
年
生
の
時
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
自
分
の
都
合
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
伝
い
を

し
な
か
っ
た
こ
と
や
、
優
し
く
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の

に
反
抗
を
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
謝

り
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
す
ご
く
後
悔
を

し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
分
ま
で
、
他
の
お
年

寄
り
の
方
を
手
伝
お
う
、
よ
り
一
層
自
分
が
や
れ
る
こ

と
は
や
ろ
う
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
高
齢
者
の
方
が
シ
ニ
ア
体
験
の
よ
う
に

苦
労
さ
れ
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
高
齢

者
の
方
の
人
権
も
考
え
て
生
活
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
し
た
。
高
齢
者
の
方
に
も
当
然
、
私
た
ち
と
同

じ
よ
う
に
人
権
が
存
在
し
ま
す
。

　
し
か
し
現
在
、
年
齢
を
理
由
に
社
会
参
加
の
機
会

を
奪
わ
れ
た
り
、
住
宅
の
賃
貸
を
拒
否
さ
れ
た
り
す

る
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

家
族
か
ら
の
虐
待
や
地
域
か
ら
の
孤
立
と
い
っ
た
身
近

な
人
間
関
係
の
間
で
も
問
題
を
抱
え
る
方
も
増
え
て

い
る
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、「
高
齢
者
だ
か
ら
○
○
○

だ
。」
と
い
っ
た
差
別
的
な
考
え
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
年
齢
を
多
く
重
ね
て
い
る
と
い
っ
て
も
一

人
の
人
間
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
高
齢
者
の
方
は
豊
富
な
知
識
を
も
ち
、
私
た

ち
の
知
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
の
経
験
か
ら
知
っ
て

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
高
齢
者
の
方
と
お

話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
に
び
っ
く
り
す
る
よ
う

な
こ
と
や
面
白
い
話
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
経
験
が
あ

た
く
さ
ん
の
荷
物
を
持
っ
た
お
年
寄
り
の
方
が
い
ま
し
た
。

私
は
、「
大
丈
夫
か
な
。」「
手
伝
っ
た
方
が
い
い
か
な
。」

な
ど
、
そ
の
光
景
を
見
て
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
私
は
勇
気
が
出
せ
ず
、
そ
の
一
言
を
言
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
お
年
寄
り
の
方
々
の
気
持
ち
が
少
し
分
か
り
始
め

た
の
は
今
年
の
学
校
で
の
学
習
を
通
じ
て
で
し
た
。

　
総
合
の
学
習
で
福
祉
に
つ
い
て
勉
強
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
シ
ニ
ア
体
験
や
車
い
す
体
験

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
シ
ニ
ア
体
験
で
は
、
体
験
用
の

器
具
を
肘
や
膝
に
装
着
し
て
学
校
の
い
ろ
い
ろ
な
場

所
を
回
り
ま
し
た
。
肘
や
膝
の
自
由
が
利
か
な
い
だ

け
で
な
く
、
視
界
も
悪
く
、
怖
く
て
つ
ら
い
も
の
で
し

た
。
誰
か
の
手
を
持
っ
た
り
、
手
す
り
に
つ
か
ま
っ
た

り
し
な
い
と
こ
け
そ
う
に
な
る
こ
と
が
何
度
も
あ
り
、

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
こ
の
体
験
か
ら
、
あ
の
時
一
言
声
を
か
け
て
手
伝
っ

て
あ
げ
ら
れ
た
ら
ど
ん
な
に
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
と
後
悔

を
し
ま
し
た
。

　
も
し
か
し
た
ら
あ
の
お
年
寄
り
の
方
は
腰
や
足
が

悪
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
上
た
く
さ
ん
の
荷
物

を
持
っ
て
い
た
か
ら
き
っ
と
大
変
な
思
い
を
し
て
い
た

に
違
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
体
験
か
ら
、
私
は
お
年
寄
り
の
方
の
立

場
か
ら
気
持
ち
を
少
し
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
お
年
寄
り
の
方
の
役
に
立
ち
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
の
家
に
は
九
十
五
歳
に
な
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
住

ん
で
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
家
事
を
し
な
が

ら
、
孫
の
私
た
ち
と
遊
ん
で
く
れ
る
と
て
も
元
気
で
優

し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
し
た
。
で
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も

足
や
腰
が
悪
く
、
手
す
り
を
持
っ
て
歩
く
こ
と
が
多
か
っ

た
で
す
。
私
は
そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
そ
ば
で
で

　
そ
し
て
今
、
自
分
が
こ
う
し
て
元
気
に
中
学
校
生

活
を
送
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
父
が
家
族
の
た

め
に
、
毎
日
命
を
預
か
る
仕
事
に
責
任
を
も
っ
て
果
た

し
な
が
ら
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る

か
ら
。
母
が
、
私
た
ち
だ
け
で
な
く
父
の
健
康
状
態

を
見
守
り
、
自
分
の
仕
事
も
こ
な
し
な
が
ら
家
庭
を

支
え
て
く
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
が
あ
る
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
か
ら
私
は
守
ら
れ
て
い
る
ん
だ

と
い
う
こ
と
に
改
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。
今
、
家
族

と
一
緒
に
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
、
今
自
分
が
こ

う
し
て
生
き
て
い
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
は
な
く
、

私
の
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
、
父
や
母
そ
し
て
周
り
の

多
く
の
人
た
ち
に
温
か
く
守
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
今
後
、
自
分
が
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
自
分
の
夢
叶
え
て
い

く
こ
と
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　「
大
丈
夫
で
す
か
？
」

　
そ
の
言
葉
を
か
け
た
い
な
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
家
族
で
買
い
物
に
出
か
け
た
と
き
、
階
段
の
前
で

「
一
言
の
勇
気
」

東
条
中
学
校

一
年
　
井
上
　
真
桜

い
の
う
え

ま

お
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り
ま
す
。私
は
、そ
ん
な
高
齢
者
の
方
々
を
疎
外
す
る

の
で
は
な
く
、知
識
や
経
験
を
生
か
せ
る
交
流
の
場
を

も
つ
こ
と
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
方
々
は
今
ま
で
、家
族
や
地
域
を
支
え
る

た
め
に
仕
事
に
勤
め
、今
よ
う
や
く
ゆ
っ
く
り
と
体
を

休
め
る
期
間
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。多
く
の
方
が
、

健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
し
た
い
と
望
ん
で
お

ら
れ
る
は
ず
で
す
。

　
若
い
私
た
ち
の
よ
う
な
者
だ
け
が
、幸
せ
に
暮
ら
す

世
の
中
で
な
く
、大
変
そ
う
に
し
て
い
る
方
に
手
を
差

し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き
る
心
の
余
裕
を
も
つ
こ
と
が
今

起
き
て
い
る
問
題
を
防
ぐ
手
段
の
一つ
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
み
ん
な
で
手
を
取
り
合
っ
て
い
け
る
よ
う
な
社
会
づ

く
り
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
も

「
大
丈
夫
で
す
か
？
」

と
い
う
何
気
な
い
一
言
を
も
て
る
勇
気
を
私
は
こ
れ
か

ら
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、お
年
寄
り
の
温
か
い
笑
顔
が
大
好
き
で
す
。

こ
の
前
も
バ
ス
停
か
ら
歩
い
て
家
ま
で
帰
る
と
き
、ふ

と
す
れ
違
っ
た
お
じ
い
さ
ん
た
ち
に
、大
き
な
声
で

「
こ
ん
に
ち
は
。」

と
言
う
と
笑
顔
で

「
お
か
え
り
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。私
は
、こ
ん
な
優
し
く
て
あ
っ

た
か
い
人
た
ち
が
若
い
人
に
も
っ
と
増
え
れ
ば
い
い
の

に
な
あ
ー
…
と
よ
く
思
い
ま
す
。

　
私
が
小
学
三
年
生
の
と
き
に
、一
度
母
と
電
車
に
乗

っ
て
出
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。電
車
の
中
は
と

て
も
混
ん
で
い
た
の
で
、私
は
母
と
別
々
の
少
し
離
れ

た
席
に
座
っ
て
い
ま
し
た
。隣
は
、大
学
生
ら
し
き
二
人

の
男
の
人
で
し
た
。少
し
す
る
と
、つ
え
を
持
っ
た
お
ば

あ
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と
ヨ
ロ
ヨ
ロ
し
な
が
ら
私
の
前
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。私
は
、

「
席
、譲
っ
た
方
が
い
い
の
か
な
？
で
も
お
せ
っ
か
い
　

だ
っ
た
り
し
な
い
か
な
？
ど
う
し
よ
う
…
誰
か
他
の
　

人
が
譲
っ
て
く
れ
な
い
か
な
…
」

と
考
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、そ
ん
な
と
き
に
私
の

耳
に
入
っ
て
き
た
言
葉
は
、と
て
も
ひ
ど
い
も
の
で
し

た
。

「
お
い
、こ
の
ば
あ
さ
ん
ず
っ
と
俺
ら
の
前
に
立
っ
て   

　
る
ぞ
。」

「
確
か
に
、も
し
か
し
て
席
譲
っ
て
も
ら
お
う
と
し
て

  

ん
の
？
う
っ
と
う
し
い
な
。」

「
逆
に
老
人
は
俺
ら
若
者
を
も
っ
と
優
先
す
る
べ
き
だ

　
よ
な
。ど
う
せ
す
ぐ
死
ぬ
ん
だ
し
。」

隣
の
席
の
人
で
し
た
。二
人
と
も
笑
い
な
が
ら
と
て
も

楽
し
そ
う
に
喋
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
会
話
を
聞
い
て
、

私
は
そ
ん
な
こ
と
な
い
！
と
思
い
、お
ば
あ
さ
ん
に

席
を
譲
り
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は
、少
し
驚
い
た

表
情
を
し
た
後
に
軽
く
会
釈
を
し
て
、席
に
座
り
ま

し
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
男
の
人
た
ち
が
い
な
く
な
る
と
お

ば
あ
さ
ん
は
小
さ
な
声
で
私
に
、次
の
よ
う
に
言
い
ま

し
た
。

「
こ
ん
な
ヨ
ボ
ヨ
ボ
の
ば
あ
さ
ん
に
、席
、譲
っ
て
く
　
れ

て
あ
り
が
と
う
ね
。嬉
し
い
よ
。」

と
。
や
っ
ぱ
り
さ
っ
き
の
人
た
ち
の
会
話
が
聞
こ
え
て

い
た
ん
だ
。と
思
い
、胸
が
痛
み
ま
し
た
。

　
お
ば
あ
さ
ん
は
、電
車
を
降
り
る
と
き
に
も
う
一
度
、

「
本
当
に
あ
り
が
と
う
、こ
ん
な
優
し
い
子
に
出
会
　

え
て
私
は
幸
せ
で
し
た
。」

と
言
い
、私
に
、お
菓
子
を
一つ
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。悪
口
を
言
っ
て
い

た
人
た
ち
に
何
も
言
え
な
か
っ
た
自
分
が
恥
ず
か
し
く

て
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、高
齢
者
や
弱
い
立
場
の
人
を
差
別
し

て
ひ
ど
い
言
葉
を
言
う
人
が
今
の
若
者
に
多
い
そ
う

で
す
。私
た
ち
一
人
一
人
が
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
話

し
た
り
、行
動
す
る
こ
と
で
悲
し
い
思
い
を
す
る
人
は

少
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、優
し
く
あ
た
た
か
い
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
社
会

に
な
る
よ
う
に
、自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
少
し

ず
つ
で
も
行
動
に
移
し
て
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「
優
し
い
人
に
な
り
た
い
」

兵
庫
教
育
大
学
附
属
中
学
校

二
年
　
伊
藤
　
莉
子

い

と
う

り

こ
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「
こ
こ
か
ら
歩
き
始
め
る
」（
３４
分
）

〜
認
知
症
を
共
に
生
き
る
〜
　

　
こ
の
作
品
は
、
高
齢
者
問
題

を
人
の
幸
せ
と
尊
厳
を
守
る
と

い
う
人
権
の
視
点
か
ら
捉
え
て

い
ま
す
。
認
知
症
の
親
を
も
つ

主
人
公
と
そ
の
家
族
の
中
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
介
護
を
巡
る
葛

藤
と
き
ず
な
の
紡
ぎ
直
し
を
描

く
こ
と
で
、
高
齢
者
が
人
間
と

し
て
誇
り
を
も
っ
て
生
き
て
い

く
う
え
で
大
切
な
こ
と
に
つ
い

て
、
家
族
や
地
域
の
視
点
を
通

し
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る

ド
ラ
マ
教
材
で
す
。

　
各
地
区
の
住
民
学
習
の
場
に

お
い
て
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し

て
、
今
後
避
け
て
通
る
こ
と
の

で
き
な
い
認
知
症
の
高
齢
者
問

題
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
大
変
う
れ
し
い
で
す
。

「
近
代
医
学
の
基
礎
を
築
い
た

人
々
」　
　
　
　
　
　
　
　
　（

１７
分
）

「
明
治
維
新
と
賤
民
廃
止
令
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
１８
分
）

　
こ
の
２
本
の
作
品
は
、「
シ

リ
ー
ズ
映
像
で
み
る
人
権
の
歴

史
」
第
３
巻
・
４
巻
に
あ
た
り

ま
す
。

　
ま
ず
、
第
３
巻
の
「
近
代
医

学
の
基
礎
を
築
い
た
人
々
」
で

は
、
江
戸
時
代
中
期
に
西
洋
の

解
剖
書
で
あ
る
「
タ
ー
ヘ
ル
・

ア
ナ
ト
ミ
ア
」
を
大
変
苦
労
し

な
が
ら
翻
訳
し
、「
解
体
新
書
」

と
名
付
け
て
世
に
出
し
た
杉
田

玄
白
た
ち
に
焦
点
を
当
て
な
が

ら
、
そ
の
人
体
解
剖
の
場
に
立

ち
会
っ
て
い
た
当
時
「
え
た
」

と
呼
ば
れ
差
別
の
対
象
で
あ
っ

た
人
々
の
存
在
の
大
き
さ
を
描

い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
知
ら

れ
ざ
る
真
実
を
貴
重
な
原
書
な

ど
の
取
材
を
通
し
て
映
像
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
第
４
巻
の
「
明
治
維

新
と
賤
民
廃
止
令
」
で
は
、
明

治
４
年
、
政
府
が
出
し
た
「
え

た
・
ひ
に
ん
」
に
関
す
る
布
告
、

い
わ
ゆ
る
「
解
放
令
」
に
つ
い

て
、
最
新
の
研
究
に
基
づ
い
て

そ
の
内
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
明
治

政
府
が
、
差
別
を
な
く
す
た
め

で
は
な
く
、
地
租
改
正
に
よ
り

税
を
と
る
目
的
で
「
え
た
・
ひ

に
ん
」
に
関
す
る
布
告
を
出
し

た
こ
と
、
ま
た
、
戸
籍
に
差
別

的
な
記
載
を
す
る
こ
と
を
政
府

が
許
可
し
た
こ
と
な
ど
が
公
文

書
を
も
と
に
丁
寧
に
描
か
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
２
巻
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
見

る
人
の
そ
れ
ま
で
の
常
識
を
覆

す
新
た
な
知
見
か
ら
の
作
品
に

な
っ
て
お
り
、
と
て
も
興
味
深

い
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

市
民
の
皆
様
の
さ
ま
ざ
ま
な
学

習
の
場
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

「
い
の
ち
を
い
た
だ
く
」

  

〜
み
い
ち
ゃ
ん
が
お
肉
に
な
る
日
〜

　
こ
の
図
書
は
、
昨
年
７
月
、

人
権
啓
発
講
演
会
で
ご
講
演
い

た
だ
い
た
内
田
美
智
子
さ
ん
原

作
の
絵
本
で
す
。

　「
み
い
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
一

匹
の
牛
の
命
に
か
か
わ
っ
て
、

家
族
の
よ
う
に
大
切
に
育
て
て

き
た
女
の
子
の
優
し
さ
と
そ
の

大
切
な
命
を
食
肉
解
体
作
業
員

と
し
て
解
く
（
牛
や
豚
を
殺
す

こ
と
）
坂
本
さ
ん
の
心
の
揺
れ

に
目
頭
が
熱
く
な
り
ま
す
。
小

さ
な
お
子
さ
ん
に
ぜ
ひ
読
ん
で

あ
げ
た
い
作
品
で
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
図
書
は
貸
出
し
で
き

ま
す
。
お
申
し
込
み
は
、
教
育

委
員
会
人
権
教
育
課
ま
で
。

　
　
　
　   

４
３
‐
０
５
４
４

平
成
２８
年
度

 
地
区
住
民
学
習

　
　
　
推
奨
Ｄ
Ｖ
Ｄ

新
規
購
入
図
書
の
紹
介

新
規
購
入
図
書
の
紹
介

新
規
購
入
図
書
の
紹
介
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「本人通知制度」です。通知を希望する人は事前登録が必要ですので登録手続きをしましょう。　
※市ホームページから詳細をご覧いただけます。

（http://www.city.kato.lg.jp/kakuka/shimin/honnintuchi.html）
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